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Ticarcillin の 尿 路 感 染 症 使 用 経 験

上 戸 文 彦

苫小牧市立病院泌尿器科

広 田 紀 昭 ・辻 一 郎

北海道大学医学部泌尿器科

英 国 のBeecham研 究 所 で開 発 され た複 雑 性 尿 路 感染

症 に優 れ た 抗 菌力 を有 す る,CBPC に類 似 構 造 の 半 合成

ペ ニ シ リン系抗 生 物 質Ticarcillin 1) 2) 3)を 使 用 し た の

で,そ の臨 床 成 績 を 報告 す る。

対 象 お よび 投与 方 法

対 象 は,昭 和51年8月 か ら51年10月 ま で の北 大 泌 尿 器

科 お よび苫 小 牧 市 立 病院 泌 尿 器 科入 院患 者16名(上 部尿

路 感染 症13,下 部 尿路 感 染 症3)で,年 令 は6～74才

で あ る。

投 与方 法 は,Ticarcillin 1日0.5～3.0gを 経 静 脈 的

(点 滴 も含 む)に 行 な った 。 投 与期 間 は4～12日 間 で あ

り,抗 菌 製 剤 と して はTicarcillin 単 独 投 与 を原 則 と し

た。

対 象疾 患 は,複 雑性 腎盂 腎 炎8例(急 性2,慢 性6),

慢性 複 雑 性 膀胱 炎2例 お よ び急 性 単純 性 腎 盂 腎 炎5例,

急 性膀 胱 炎(前 立 腺 炎,副 睾 丸炎 を伴 う)1例 で あ る。

効果 判 定 基 準

効果 判 定 は,次 の基 準 に 従 った。

著効: 自覚 症状,尿 所 見 お よび尿 中細 菌 の 陰 性化

有効: 上 記3条 件 の うち2つ を満 た す もの

無効: 著 効,有 効 以 外 の もの

成 績

Table 1の とお り,起 炎 菌 がE. coli (5例)お よひ

Pr. vulgaris で あ っ た,急 性 単 純 性 尿 路 感 染 症6例

(腎 盂 腎 炎5, 胱 膀 炎1)で はTicarcMin 1日 1.0g

4～5日 間 静注 に よ り,全 例 著効 を 得 る こ とが で きた。

複雑 性 尿 路 感染 症10例(腎 盂 腎 炎8, 膀 胱 炎2)に

Ticarcillin 1日 最小0.5gか ら最 高3.0gを4～12日 間,

経 静脈 的(点 滴 も含 む)に 投 与 した(No. 11 は 筋 注 を1

日行 な った)臨 床 成 績 は,著 効3例,有 効4例,無 効3例

で あ った 。 著 効3例 の尿 中 細 菌 はE. coli, Pr. mir- 

abilis, Ps. aeruginosa 各1株 で あ った 。 有 効4例 の 尿

中細 菌 は,Ps. aeruginosa 2株,E. coli 1株,Pr. 

mirabilis 1株 で あ り,無 効3例 の そ れ はPr. mirabilis 

2株,Ent. aerogenes 1株 であ った 。

無 効3例 の 内容 は(1) (No. 7)49才, ♀, 子 宮 癌 に よ

る尿 管 下 端 狭窄 に対 し尿 管 形 成 施行 術 後 尿 管 痩 発生 し,

尿 路 通 過 障害 に よ る急 性 複 雑 性 腎盂 腎 炎 を 起 した た め,

Ticarcillin 2.0 g/日 を7日 間点 滴 静 注 した が 下 熱 せ ず,

Ent. aeregenes か らSerrata (106コ/ml)へ の菌 交 代

を 認 め た 。

(2) (No.10) 42才, ♀, 右 腎 サ ン ゴ状結 石 で微 熱 お よ

び膿 尿 を 伴 う細 菌 尿(Pr. mirabilis)に 対 して,Ticar- 

cillin 2.0 g/日 を5日 間静 注 したが 下 熱 お よび 細 菌 尿 の

消 失 は 認 め なか っ た。

(3) (No.16) 53才, 〓,慢 性 腎 不 全 でfollow up中 高

熱,食 欲 不 振,全 身 倦 怠 感 を 訴 え,左 腎 結 石 に よ る腎 盂

腎炎 お よび 敗 血 症(血 液 培 養 陰 性)の 疑 い で,Ticar- 

cillin 3.0 g/日 を5日 間 点 滴 静注 したが 全 身 症 状 お よ び

尿 中Pr. mirabilis の 消失 がみ られ なか った。

次 に,各 菌 種 のCBPCに 対 す る感 受 性 株(感 受 性 テ

ス トは 昭 和CBPCデ ィス クに よる1濃 度 法 を 用 い た)

は,Table 2の よ うに,E. coli 6/7, Pr. Vulgaris 1/1,

Pr. mirabilis 1/4, Ps. aeruginosa 0/3,お よびEnt. 

aeregenes 0/1に 認 め られ た。 臨床 効 果 と細 菌 学 的 効 果

との 関係 は,Table 2に 示 す とお り,著 効 と有 効 との合

計 は,13例(81.3%)で あ った 。 また,CBPCに 対 す る

起 炎 菌 の 感 受 性結 果 と臨 床 効 果 との 関 係 は,Table 2の

とお り,E. coli, Pr. vulgaris, Pr. mirabilis お よび

Ent. aerogenes で は ほ ぼ一 致 す る が,Ps. aeruginosa 

で はCBPC感 受 性株 は なか った に も拘 らず,臨 床 効 果

は 全 例 に 著効 ま た は有 効 とい う結 果 を得 た。

す なわ ち,(1) (No. 14) 62才, ♂, 神 経 因 性 膀 胱 に 合

併 した 前 立 腺 肥 大症 の 自排 尿 患 者 の 慢性 下 部 尿 路 感 染 症

に,Ticarcillin 500mg× 2/日 を7日 間静 注 した 後 に 尿

中 のPs. aeruginosa は 消 失 した。

(2) (No. 13) 74才, 〓, 経尿 道 的 前立 腺 切 除 を行 な っ

た 前 立 腺 癌 で 術 後 自排 尿 時 にお け る下 部 尿路 感 染 症 に 対

し,Ticarcillin 0.59× 2/日 を12日 間 静 注 し た 結 果,尿

中 のPs. aeruginosa は 消失 した 。

(3) (No. 11) 48才, ♀, 既 往 に子 宮 癌剔 出,両 側 尿 管

皮膚 痩 設 置 後 の 上 部 尿路 感 染 症 で,全 身 倦 怠感 お よび微
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熱 を 訴 え,Ticarcillin 0.59/日 を1日 筋 注 した の ち4日

間 静 注 後,Ps. aeruginosa か らE. coli に 菌 交 代 した

が,自 覚 症 状 の 消 失 とPs. aemgimsaの 陰性 化 が み ら

れ有 効 と判 定 した 。

疾 患 別 に よ る臨 床 効果 は,Table 3の とお りで,急 性

単純 性 尿 路 感 染 症6/6 (100%)が 著 効 を示 し た 。 急 性

複 雑性 上 部 尿 路 感 染症 で は,2例 中1例 が 著 効,1例 が

無効 で あ った 。 慢 性 複雑 性 上 部 お よび 下 部 尿路 感 染 症 で

は,6/8 (75.0%)に 著効1また は,有 効 を示 した。

Ticarcillin 投 与 前 後 の 臨 床 検 査 成 績 は,Table 4に

示 す と お りで,血 液所 見(赤 血 球, 白血 球, 血 小板 数,

ヘ マ トク リ ッ ト値),ト ラ ンス ア ミナ ー ゼ値,Al-P値 お

よび腎 機 能(BUN, S-Cr.)に 変 動 を認 め な か った。No. 

15のS- Cr.値 は 透 析 中 の た め で あ り異 常 とは思 わ れ な

い 。 また,副 作用 は16例 中1例 に一 過 性 の め まいが 生 じ

た が 投 与 を 中 止す る には 至 らな か った 。 この 臨床 実 験 で

はTicarcillin 単 独投 与 を 原 則 と した が,臨 床 効 果 に影

響 を 与 え な い程 度 に 一 部 にEmpinase (症 例No. 1),

Vit. Bお よびVit. C(症 例No.12)を 併 用 した 。

Table 1 Clinical trials
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ま と め

1. 単純 性 お よび複 雑 性 尿 路 感染 症16例 にTicarcillin 

1日0.5g～3.0gを 最 短4日 ～ 最長12日 間 経 静 脈 的 に投

与 した。

2. 急 性 単 純性 尿路 感 染 症 で は,著 効 と有 効 を あわ せ

て100% (6/6)の 有 効 率 で あ り,複 雑性 尿 路 感 染 症 で

は,70.0% (7/10)の 有 効 率 が得 られ た 。

3. Ticarcillin のCBPC discに 対 す る 感 受 性 成 績

と臨床 効 果 とは,E. coli, Pr. vulgaris, Pr. mirabilis 

お よび,Ent. aerggenes で は一 致 した。 しか し,Ps.

aeruginosa の3例 は 全 例 感 受性 試 験 では 耐 性 で あ っ た

が,臨 床 的 に は3例 と も著 効 また は,有 効 を示 した 。

4. Ticarcillin 投 与 前 後 の血 液 生化 学 検 査 値 に 異 常

は 認 め なか った。

5. Ticarcillin 投 与 中 の 副作 用 の 発 生 は,16例 中1

例 に一 過 性 の め まい が 生 じた が,投 与 を 中 止 す る必 要 は

なか った 。

of ticarcillin
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON 

TICARCILLIN IN THE UROLOGICAL FIELD

FUMIHIKO KAMITO 

Department of Urology, Tomakoma! Municipal Hospital 

NORIAKI HIROTA and ICHIRO TSUJI 

Department of Urology, Hokkaido University School of Medicine

1) Ticarcillin was administered to the 16 patients with urinary tract infection at a daily dose of 0. 5•`3. 0 g 

for 4•`12 days. 

2) The clinical response was 100% effective in acute uncomplicated urinary tract infection and 70. 0% in 

complicated U. T. I. 

3) In the patients infected with E. coli, Pr. vulgaris and Pr. mirabilis, clinical response was well cor-

related with sensitivity test using carbenicillin disc. In 3 cases of Pseudomonas infection, good clinical res-

ponse was observed, despite lack of carbenicillin sensitivity in disc test. 

4) No abnormal finding of blood and blood chemistry was noticed after ticarcillin administration. 

5) Side effects were seen in one case. It was a transient dizziness which did not necessitate the discontin-

uance of administration.


